
授業科目 講義題目 単位 担当教員氏名 曜日・講時
平成30年度以前入学者

読替先授業科目

死生学特論Ⅰ 死生学の諸問題 2 髙橋　原 前期 水曜日 ３講時

死生学特論Ⅱ 宗教と心理療法 2 髙橋　原 後期 水曜日 ３講時

死生学特論Ⅲ 死とともに生きることを学ぶ 2 竹之内　裕文 後期集中 その他 連講

実践宗教学特論Ⅰ スピリチュアルケア 2 谷山　洋三 前期 金曜日 ４講時

実践宗教学特論Ⅱ 宗教的ケア 2 谷山　洋三 後期 金曜日 ４講時

実践宗教学特論Ⅲ カルトからの回復 2 髙橋　原 前期 水曜日 ５講時

実践宗教学特論Ⅳ
実践宗教学試論～宗教者によ

るケア実践
2 髙橋　原 後期 水曜日 ５講時

応用死生学研究実習Ⅰ スピリチュアルケア実習 2 髙橋　原.谷山　洋三 前期 木曜日 １講時

応用死生学研究実習Ⅱ スピリチュアルケア実習 2 髙橋　原.谷山　洋三 後期 木曜日 １講時

応用死生学研究実習Ⅲ
スピリチュアルケア実習内容の

指導(振り返り)
2 髙橋　原.谷山　洋三 前期 木曜日 ２講時

応用死生学研究実習Ⅳ
スピリチュアルケア実習内容の

指導(振り返り)
2 髙橋　原.谷山　洋三 後期 木曜日 ２講時

死生学・実践宗教学専攻分野科目



 

科目名：死生学特論Ⅰ／ Death & Life Studies (Advanced Lecture) 

曜日・講時：前期 水曜日 ３講時 

セメスター：1 学期 単位数：2  

担当教員：髙橋 原  

コード：LM13302， 科目ナンバリング：LGH-RES603J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：死生学の諸問題 

２．Course Title（授業題目）：Some Topics on Death Studies 

３．授業の目的と概要：死生学をめぐる諸問題について学ぶ。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Students learn what death studies is. 

５．学習の到達目標：死生学的観点から、文化の中の死について理解を深める。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students understand death in cultural contexts from the view point of death 

studies.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

指定テキスト（参考書）のトピックにそって、関連する話題を取り上げていく。 

１．死生学のフィールド 

２．死生・宗教・スピリチュアリティ 

３．日本人の死生観 

４．マスメディアで死生について考える 

５．選択される命 

６．流産・死産をめぐる胎児観 

７．老いと病と死 －フレイルの知見を臨床に活かす 

８．いのちの臨床倫理 －高齢者における人工的水分・栄養補給法の問題を題材に 

９．エンドオブライフ・ケア－尊厳ある最期とは 

１０．喪失と悲嘆 

１１．グリーフケア 

１２．デス・エデュケーション 

１３．自死遺族・遺児支援 

１４．戦争と死、喪失 

１５．死生学とコミュニティ 

８．成績評価方法： 

毎回のミニットペーパーと期末レポートによる。 

９．教科書および参考書： 

 石丸昌彦・山崎浩司『死生学のフィールド』放送大学教育振興会 (2018/3/20) 

１０．授業時間外学習：授業内で指示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：死生学特論Ⅱ／ Death & Life Studies (Advanced Lecture) 

曜日・講時：後期 水曜日 ３講時 

セメスター：2 学期 単位数：2  

担当教員：髙橋 原  

コード：LM23301， 科目ナンバリング：LGH-RES604J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：宗教と心理療法 

２．Course Title（授業題目）：Religion and Psychotherapy 

３．授業の目的と概要：宗教儀礼がもたらす癒しと健康について心理学的観点から理解する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Students learn the healing process of human psyche 

provided through religious rituals. 

５．学習の到達目標：宗教とは何かという大きな問題を、人間の心に及ぼす影響という点から理解し、説明できるようにする。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students understand what the religion is in terms of its influence on human 

psyche.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1 イントロダクション〜心理療法について 

2 健康の定義について 

3 『無意識の発見』より〜原始的心理療法 

4 『無意識の発見』より〜メスメリズムと催眠術 

5 『無意識の発見』より〜精神分析 

6  悪魔祓（エクソシズム） 

7  被災地の心霊現象 

8 『野の医者は笑う』より〜まぶい分析学 

9 『野の医者は笑う』より〜カウンセラーと宗教者 

10 『病いの語り』より 

11 事例研究 1 

12 事例研究 2 

13 事例研究 3 

14 事例研究 4 

15 まとめ 

８．成績評価方法： 

毎回のミニットペーパーと期末レポートによる。 

９．教科書および参考書： 

 適宜授業内で指示する。 

１０．授業時間外学習：授業内で指示する参考文献により理解を深める。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：死生学特論Ⅲ／ Death & Life Studies (Advanced Lecture) 

曜日・講時：後期集中 その他 連講 

セメスター：2 学期集中 単位数：2  

担当教員：竹之内 裕文  

コード：LM98816， 科目ナンバリング：LGH-RES605J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：死とともに生きることを学ぶ 

２．Course Title（授業題目）：Cultivating Wisdom of Mortal Human Life 

３．授業の目的と概要：なぜ死生学という学問が誕生したのかというところから始め、終末期医療、在宅での看取りといった現

代医療の問題や、大震災被災地での支援、老人介護など、超高齢多死社会といわれる現代生活の多様な局面を取り上げながら、

誰もがケアの担い手になり得るという現実を理解し、それぞれの立場から人間の生と死を取り巻く諸問題にどのように対処して

いけばよいのかを考察する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course describes the origins and purposes of the 

discipline of tanathology and covers various problems and challenges faced by modern medicine, such as an increasing 

demand for terminal care and home health nursing. Today, we are asked to provide care and support in multiple and 

varied circumstances: as volunteers in the areas affected by the Great East Japan Earthquake, as elderly care 

workers, etc. Ultimately, any member of our super-aged, mass death society may find him- or herself in the position 

of a caregiver. This course aims to prepare students for this role and give each of them an opportunity to look 

for his or her personal way to address a range of issues related to human life and death. 

５．学習の到達目標：①対話スタイルで進められる授業を通して、対話的探究の楽しさと可能性を味わい、対話のスピリットと

技法を習得する。 

②テキストを読み、他の受講者や教員と対話することを通して、「死とともに生きる」自分なりの構えと知恵を身につける。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students will learn the key concepts of thanatology and gain a deeper insight 

into present-day issues concerning life and death. Students are expected to: 

1) discover the joys, as well as effectiveness, of dialogic inquiry through interactive, dialogic lectures; 

and cultivate the mentality and a set of skills necessary for constructing a productive dialogue. 

2) develop personal strategies for dealing with death through the dialogue with course-related texts and 

other learners.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

本授業では、すべての人間の共通課題である「死」と「死別」と正面から向き合い、他者とともにどのように生きるかについ

て、対話を通して共に探究する。授業は、1）所定のテキストの各章（序章～終章）をめぐる 9 つの対話、2）受講者とともに問

いを設定する 3 回の死生学カフェ、3）重度障害者の自立生活に関する動画鑑賞により構成される。 

 

• 1）     ガイダンス：講義の目的と進め方、「対話」をめぐる試行の対話 

• 2）     ワールドカフェ ある死別の経験から（序章） 

• 3）     映画『生かされて生きる』鑑賞 

 

• 4）     テキストをめぐる対話① 重度障害者自立ホームから（第 1 章） 

• 5）     テキストをめぐる対話② 在宅緩和ケアの現場から（第 2 章） 

• 6）     テキストをめぐる対話③ 死者と共にある農村との出会い（第 3 章） 

• 7）    死生学カフェ① 

 

• 8）     テキストをめぐる対話④ いのちにあずかって生き、死ぬ（第 4 章） 

• 9）      テキストをめぐる対話⑤ 共に生きること、本当に生きること（第 5 章） 

• 10）  テキストをめぐる対話⑥ 森と湖の国の「福祉」（第 6 章）  

• 11）   死生学カフェ② 

 

• 13）    テキストをめぐる対話⑦ ホスピス運動の源流を辿る（第 7 章） 

• 14）    テキストをめぐる対話⑧ 死とともに生きることを学ぶ～哲学と対話（終章） 

• 15）    死生学カフェ③ 

８．成績評価方法： 

ポイント制とします。試験やレポートはありません。 

1. テキストをめぐるワールドカフェ/対話（全 9 回）の準備作業として、受講者は各回の授業冒頭にフィードバックシートを

提出します。すべての設問にきちんと回答して、フィードバックシートをすべて提出すると、8 点満点×9 回＝72 点のポイン

トを獲得します。 

2. 全体対話での発言については、これを対話的探究への寄与と位置づけ、1 回あたり 3点を加算します。 

９．教科書および参考書： 

 講義担当者の単著『死とともに生きることを学ぶ 哲学と対話』（ポラーノ出版 2019 ISBN: 978-4908765223）をテキスト

として使用します。宗教学研究室にて割引価格で購入できるように手配します。 



 

The course is based on the instructor's book:  

Takenouchi Hirobumi. Shi to Tomo ni Ikiru Koto wo Manabu: Tetsugaku to taiwa (Polano Shuppan, 2019) 

The book can be purchased for a reduced price at the department of Religious Studies. 

１０．授業時間外学習：講義テキストを事前に読み、序章から終章について、それぞれフィードバックシートに記入してもらい

ます。通常の授業より、事前の準備課題が多いように感じられるかもしれません。しかしその分、事後のレポートや試験はあり

ません。対話＝本番という考え方を共有してください。 

Students are required to read the assigned texts in advance and fill in all feedback sheets (eight in total). 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 

きちんと準備して臨めば、きっと楽しい授業となるでしょう。母校での対話的探究を楽しみにしています。死生学カフェと対

話については次の URL を参照ください。https://www.facebook.com/shiseigakucafeshizuoka/ 

http://hdl.handle.net/10297/00027723 



 

科目名：実践宗教学特論Ⅰ／ Practical Religious Studies (Advanced Lecture) 

曜日・講時：前期 金曜日 ４講時 

セメスター：1 学期 単位数：2  

担当教員：谷山 洋三  

コード：LM15402， 科目ナンバリング：LGH-RES606J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：スピリチュアルケア 

２．Course Title（授業題目）：Spiritual Care 

３．授業の目的と概要：国内のスピリチュアルケアの議論に触れつつ、その多様性と課題を確認した上で、臨床宗教師が誕生し

た背景、スピリチュアルケアと宗教的ケアの相違、両ケアの共通性としての宗教的資源の活用など、ケア実践の具体像に迫ると

ともに、体験的ワークにより理解を深める。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Discussing the debates on spiritual care in Japan and 

confirming its diversity and challenges; such as the background of the birth of Rinsho-shukyo-shi, or interfaith 

chaplain, the difference between spiritual care and religious care, and the utilization of religious resources as 

the commonality of both cares, The students will explore the specifics of care practice and deepen their 

understanding through a workshop. 

５．学習の到達目標：公共空間で提供されるスピリチュアルケアについて、その理念と方法を理解を深める。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The purpose of this course is to help students better understand spiritual care 

provided in public spaces and its philosophy and methods.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

オンライン授業の場合は、ライブ配信で実施する。詳細は、Google Classroom に提示する。 

第１回：オリエンテーション 

第２回：チャプレンとビハーラ僧 

第３回：「臨床宗教師」の誕生 

第４回：生活の中にある心のケア 

第５回：スピリチュアルペイン 

第６回：スピリチュアルな探求 

第７回：「支える」「気づいてもらう」スピリチュアルケア 

第８回：「新しい枠組みを作る」「無力による」スピリチュアルケア 

第９回：宗教的資源の活用 

第１０回：宗教的ケア 

第１１回：臨床宗教師の可能性 

第１２回：臨床宗教師の資質 

第１３回：ワークショップ「死の体験」 

第１４回：ワークショップ振り返り 

第１５回：まとめ 

８．成績評価方法： 

授業時提出の小レポート[50％]、発表・授業への取り組み[50％] 

９．教科書および参考書： 

 教科書：谷山洋三『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア』中外医学社、2016年 

参考書：瀧口俊子・大村哲夫ほか編著『共に生きるスピリチュアルケア』創元社、2021年 

１０．授業時間外学習：授業内で指示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：実践宗教学特論Ⅱ／ Practical Religious Studies (Advanced Lecture) 

曜日・講時：後期 金曜日 ４講時 

セメスター：2 学期 単位数：2  

担当教員：谷山 洋三  

コード：LM25403， 科目ナンバリング：LGH-RES607J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：宗教的ケア 

２．Course Title（授業題目）：Religious Care 

３．授業の目的と概要：「宗教的ケア」をテーマに、様々な宗教者、臨床宗教師、スピリチュアルケア師、医療従事者などの臨床

の在り方について議論する。スピリチュアルケアの視点から、主として公共空間における宗教性をケアに用いることの意義や、

効果についても検討したい。毎回テーマに関する雑誌論文等を指定し、演習形式で授業を進める。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：We will discuss the clinical practice of various 

religious leaders, chaplains, spiritual care providers, and medical professionals on the theme of "religious care." 

From the perspective of spiritual and religious care, we will also examine the significance and effectiveness of 

religiosity as a form of care, mainly in public spaces. The class will be conducted in a seminar format, with 

journal articles and other materials related to the theme assigned each time. 

５．学習の到達目標：公共空間における宗教的ケアについて、その宗教的意義と、ケアとしての意義の両方の側面から検討し、

理解を深める。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：We will examine and deepen our understanding of religious care in public spaces 

both from the perspective of its religious significance and its significance as a form of care.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

オンライン授業の場合は、ライブ配信で実施する。詳細は、Google Classroom に提示する。 

第 1 回：オリエンテーション 

第 2 回：奥山俊雄「宗教的ケアとスピリチュアルケア」 

第 3 回：山本佳世子「宗教者による非信者への宗教的ケアについて」 

第 4 回：深谷美枝「『スピリチュアリティを志向する援助』の鍵概念を巡る一試論」 

第 5 回：大村哲夫「触れること触れないこと」 

第 6 回：小括（宗教的ケアの宗教性） 

第 7 回：竹之内裕文「地域コミュニティに支えられた生と死」 

第 8 回：中川吉晴「G.R.A.C.E.におけるスピリチュアルケア」 

第 9 回：藤沢真理子「スピリチュアルケアと巡礼接待」 

第 10 回：内藤明美ら「スピリチュアルペインに関する緩和ケア医と精神科医の認識に関する全国調査」 

第 11 回：小括（宗教的ケアとスピリチュアルケア） 

第 12 回：大柴讓治「『パストラルケア』と『スピリチュアルケア』」 

第 13 回：岡本宣雄「高齢者が生活上経験するスピリチュアルなテーマに関する研究」 

第 14 回：高橋原「ケアの場に求められる宗教性とは何か？」 

第 15 回：まとめ 

８．成績評価方法： 

発表[50％] 、授業への取り組み[25％] 、出席[25％] 

９．教科書および参考書： 

 参考書：窪寺俊之『スピリチュアルケア学概説』三輪書店、2008 年 

    葛西健太ほか編『ケアとしての宗教』明石書店、2013 年 

    谷山洋三『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア』中外医学社、2016 年 

        瀧口俊子・大村哲夫ほか編著『共に生きるスピリチュアルケア』創元社、2021年 

１０．授業時間外学習：授業内で指示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：実践宗教学特論Ⅲ／ Practical Religious Studies (Advanced Lecture) 

曜日・講時：前期 水曜日 ５講時 

セメスター：1 学期 単位数：2  

担当教員：髙橋 原  

コード：LM13508， 科目ナンバリング：LGH-RES608J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：カルトからの回復 

２．Course Title（授業題目）：Cult and resilience 

３．授業の目的と概要：カルトからの脱会の問題を心のレジリエンスの観点から学ぶ 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Students learn the psychological problems after leaving 

cults in terms of resilience 

５．学習の到達目標：カルト問題を脱会者の支援という点から理解する  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students understand the issues on cults in terms of supporting former cult 

members  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

櫻井義秀（編）『カルトからの回復』（北海道大学出版会 、2015）を講読の形で読み進める。 

1 イントロダクション 

2 レジリアンス──回復する力………櫻井義秀 

3 カルト体験プロセスと臨床心理学的援助………杉原 輪 

4 カルト・レジリアンスのナラティブ──学生相談の事例から………内野悌司 

5 脱会後における回復への道のり──脱会者に寄り添って………鈴木文月 

6 カルト脱会カウンセリングと緩和ケア精神療法………小林 薫 

7 回復を支援する──専門家へのインタビュー(1) 

8 回復を支援する──専門家へのインタビュー(2) 

9 回復の経験を語る──元信者６名の証言 

10 カルト・レジリアンス研究会メンバー座談会 

11 事例研究 1 

12 事例研究 2 

13 事例研究 3 

14 事例研究 4 

15 まとめ 

８．成績評価方法： 

毎回のミニットペーパーと出席状況により総合的に評価する。 

９．教科書および参考書： 

 櫻井義秀（編）『カルトからの回復』（北海道大学出版会 、2015） 

１０．授業時間外学習：参考文献による学習を適宜指示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 

テキストは各自購入を推奨するが、コピーも用意する。 



 

科目名：実践宗教学特論Ⅳ／ Practical Religious Studies (Advanced Lecture) 

曜日・講時：後期 水曜日 ５講時 

セメスター：2 学期 単位数：2  

担当教員：髙橋 原  

コード：LM23507， 科目ナンバリング：LGH-RES609J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：実践宗教学試論～宗教者によるケア実践 

２．Course Title（授業題目）：Practice of care around death by religious professionals 

３．授業の目的と概要：とりわけ「死」の周辺において宗教者が果たしてきたケアの役割について現場経験から学ぶ。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Students learn how religion has played the role of 

care for the people facing death. 

５．学習の到達目標：さまざまな実践例から、宗教文化が死に直面した人々のケアに寄与してきたことを理解する。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students understand from practical cases how religion has contributed to  the 

care for the people facing death.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

本学担当教員による回と、ゲスト講師としてケアの現場で活動する宗教者（臨床宗教師）を招く回があります。 

各回の内容は仮のもので、順序、担当講師の詳細は未定です。決定し次第掲示等で告知します。 

1. 臨床宗教師の理念  

2. グリーフケアと宗教  

3. カフェ・デ・モンク（宗教者による被災地支援の実情）  

4. スピリチュアルケアと宗教的ケア  

5. 終末期医療と宗教者  

6. 臨床心理学と宗教  

7. 民間信仰論  

8. 宗教間対話  

9. 臨床宗教師の実践報告(1)  

10. 臨床宗教師の実践報告(2)  

11. 臨床宗教師の実践報告(3)  

12. 臨床宗教師の実践報告(4)  

13. 臨床宗教師の実践報告(5)  

14. 臨床宗教師の実践報告(6)  

15. 臨床宗教師の実践報告(7) 

８．成績評価方法： 

毎回のミニットペーパーの内容と出席状況により判断する。 

９．教科書および参考書： 

 特に指定しない。 

１０．授業時間外学習：授業内で指示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 



 

科目名：応用死生学研究実習Ⅰ／ Practical Studies on Death & Life (Advanced Field Experience 

曜日・講時：前期 木曜日 １講時 

セメスター：1 学期 単位数：2  

担当教員：髙橋 原.谷山 洋三  

コード：LM14101， 科目ナンバリング：LGH-RES614J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：スピリチュアルケア実習 

２．Course Title（授業題目）：Field Experience of Spiritual Care 

３．授業の目的と概要：死生学的課題にとりくむ現場を参与観察するとともに、スピリチュアルケア実践の実習を行い、実習先・

ケアチームの状況理 解、倫理的課題、ケア対象者のニードと対応、ケア提供者の責任と実践力を身につける。実習報告会(会話

記録検討会など) では、他の履修者の実習内容から、実践の多様性とフレキシビリティを学びつつ、自己課題に向き合い、ケア

提供者としての 自己の適性を明らかにする 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Students participate and observe the clinical sites 

that deal with life-and-death issues and spiritual care. They improve the specific understanding of care team, 

ethical issues, needs and responses of the clients, responsibility and practical ability of care providers. In 

practice report sessions (including verbatim sesson, etc.), each student learns about the diversity and flexibility 

of practice from the reports of other students, faces self-goals, and clarifies their aptitude as a care provider. 

５．学習の到達目標：スピリチュアルケアの現場に身を置くことで、死生学的課題にとりくむ実践力を習得する。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students develop practical skills in dealing with life-and-death issues by 

putting themselves through the clinical training of spiritual care.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

対面授業のみ 

第 1 回:学習契約 

第 2 回:実習先の決定・書類締結 

第 3 回:実習訪問(1)実習先の状況理解 

第 4 回:実習訪問(2)チームの状況理解 

第 5 回:実習訪問(3)職掌の理解 

第 6 回:実習訪問(4)倫理的課題 

第 7 回:実践報告会(1)実習現場特性と実習内容の分かち合い 

第 8 回:実習訪問(5)参与観察報告 1 

第 9 回:実習訪問(6)ケア提供者の責任 

第 10 回:実習訪問(7)ケア対象者のニード 

第 11 回:実習訪問(8)ケア提供者の対応 

第 12 回:実践報告会(2)実習現場特性と実習内容の分かち合い 

第 13 回:実習訪問(9)参与観察報告 2 

第 14 回:実習訪問(10)ケア提供者の倫理 

第 15 回:まとめ・自己評価 

８．成績評価方法： 

レポート[20%]、自己課題の明確化[40%]、実習内容の評価[40%] 

９．教科書および参考書： 

 教科書:窪寺俊之ほか編著『スピリチュアルケアを語る 第三集 臨床的教育法の試み』関西学院大学出版会。2010 年  

参考書:谷山洋三『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア』中外医学社、2016 年。 

       瀧口俊子・大村哲夫ほか編著『共に生きるスピリチュアルケア』創元社、2021 年。 

１０．授業時間外学習：授業内で提示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 

この授業の履修には、高度な日本語運用能力が不可欠です。履修者は死生学・実践宗教学専攻分野の大学院生に限る。併せて、

応用死生学研究実習 III、死生学特論 I(高橋原)、実践宗教学 特論 I(谷山洋三)、人文社会科学研究(前期、大村哲夫)を履修

すること。 



 

科目名：応用死生学研究実習Ⅱ／ Practical Studies on Death & Life (Advanced Field Experience 

曜日・講時：後期 木曜日 １講時 

セメスター：2 学期 単位数：2  

担当教員：髙橋 原.谷山 洋三  

コード：LM24101， 科目ナンバリング：LGH-RES615J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：スピリチュアルケア実習 

２．Course Title（授業題目）：Field Experience of Spiritual Care 

３．授業の目的と概要：スピリチュアルケアが提供される現場での実習と参与観察を行い、これに基づいてケーススタディによ

るレポート(会話記録 など)を作成・発表し、職掌の理解、倫理的課題の把握と分析、多職種チームアプローチの方法と意義、ケ

ア提供者の責任と 倫理について、実践的な視点から考察する。実習報告会(会話記録検討会など)では、他の履修者の実践内容

に基づいて、自 己の実践性について相互評価を行う。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Students conduct the clinical training and observe the 

clinical sites where spiritual care is provided. They write and present reports (such as vervatim) based on this 

field experience, to grasp and analyze the ethical issues, multi-disciplinary team approach, and the responsibilities 

of the care provider; through practical perspective. In practice report sessions (including verbatim sesson, etc.), 

students evaluate his/her prformance each other through the reports. 

５．学習の到達目標：死生学的課題にとりくむ現場における自らの役割を理解し、体系的に論じる力を養う。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students develop the understanding of own role in the field of dealing with 

life-and-death issues, and develop the ability to discuss it systematically.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

対面授業のみ 

第 1 回:学習契約、実習先の決定・書類締結 

第 2 回:実習訪問(1)実習先の状況理解 

第 3 回:実習訪問(2)職掌の理解 

第 4 回:実習訪問(3)倫理的課題 

第 5 回:実践報告会(1)実習内容の分析 

第 6 回:実習訪問(4)参与観察報告 1 

第 7 回:実習訪問(5)チームアプローチ 

第 8 回:実習訪問(6)多職種間コミュニケーション 

第 9 回:実践報告会(2)実習内容の分析と批判的検討 

第 10 回:実習訪問(7)参与観察報告 2 

第 11 回:実習訪問(8)情報共有 

第 12 回:実践報告会(3)活動の倫理と責任についての分析 

第 13 回:実習訪問(9)ケア提供者の倫理 

第 14 回:実習訪問(10)ケア提供者の責任 

第 15 回:まとめ・自己評価・実習報告レポート 

８．成績評価方法： 

レポート[20%]、自己課題の明確化[40%]、実習内容の評価[40%] 

９．教科書および参考書： 

 教科書:窪寺俊之ほか編著『スピリチュアルケアを語る 第三集 臨床的教育法の試み』関西学院大学出版会。2010 年  

参考書:谷山洋三『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア』中外医学社、2016 年。 

       瀧口俊子・大村哲夫ほか編著『共に生きるスピリチュアルケア』創元社、2021 年。 

１０．授業時間外学習：授業内で指示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 

この授業の履修には、高度な日本語運用能力が不可欠です。履修者は死生学・実践宗教学専攻分野の大学院生に限る。応用死

生学研究実習 I、応用死生学研究実習 III、死生学特論 I(高橋 原)、実践宗教学特論 I(谷山洋三)、人文社会科学研究(前期、

大村哲夫)を履修済みであること。併せて、応用死生学研究 実習 IV、死生学特論 II(高橋原)、実践宗教学特論 II(谷山洋三)、

人文社会科学研究(後期、大村哲夫)を履修すること。 



 

科目名：応用死生学研究実習Ⅲ／ Practical Studies on Death & Life (Advanced Field Experience 

曜日・講時：前期 木曜日 ２講時 

セメスター：1 学期 単位数：2  

担当教員：髙橋 原.谷山 洋三  

コード：LM14210， 科目ナンバリング：LGH-RES616J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：スピリチュアルケア実習内容の指導(振り返り) 

２．Course Title（授業題目）：Supervison for the Field Experience of Spiritual Care 

３．授業の目的と概要：応用死生学研究実習 I の実習での経験に基づいて、グループワークを通して、傾聴の姿勢・態度、言語

的・非言語的コミュニケーション能力、ケア対象者理解について自己検証・内省する。自己検証・内省を継続することにより、

実践力を養う。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Each Student reflects and evaluates his/her own 

listening attitudes, verbal and non-verbal communication skills, and understanding of the clients through group 

sessions, based on the field experience in Practical Studies on Death & Life I. They improve practical skills by 

continuing self-evaluation and reflection. 

５．学習の到達目標：実習での経験に基づいてスピリチュアルケア提供者としてのアイデンティティ確立を目指す。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Each student establishes his/her own identity as a spiritual care provider based 

on field experiences.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

対面授業のみ 

第 1 回:実習先オリエンテーション 

第 2 回:ケア倫理オリエンテーション 

第 3 回:学習契約 

第 4 回:傾聴の姿勢・態度 

第 5 回:感情のキャッチボール 

第 6 回:ロールプレイ(1)傾聴の姿勢・態度の確認 

第 7 回:会話記録検討(1)感情表現 

第 8 回:会話記録検討(2)言語的コミュニケーション 

第 9 回:会話記録検討(3)非言語的コミュニケーション 

第 10 回:総合ディスカッション 

第 11 回:会話記録検討(4)ケア対象者理解 

第 12 回:会話記録検討(5)ケア提供者の自己覚知 

第 13 回:会話記録検討(6)感情表現によるケア 

第 14 回:ロールプレイ(2)傾聴の姿勢・態度の変化確認 

第 15 回:まとめ・自己評価 

８．成績評価方法： 

レポート[20%]、自己課題の明確化[40%]、実習内容の評価[40%] 

９．教科書および参考書： 

 教科書:窪寺俊之ほか編著『スピリチュアルケアを語る 第三集 臨床的教育法の試み』関西学院大学出版会。2010 年  

参考書:谷山洋三『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア』中外医学社、2016 年。 

       瀧口俊子・大村哲夫ほか編著『共に生きるスピリチュアルケア』創元社、2021 年。 

１０．授業時間外学習：授業内で指示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 

この授業の履修には、高度な日本語運用能力が不可欠です。履修者は死生学・実践宗教学専攻分野の大学院生に限る。併せて、

応用死生学研究実習 I、死生学特論 I(高橋原)、実践宗教学 特論 I(谷山洋三)、人文社会科学研究(前期、大村哲夫)を履修す

ること。 



 

 

科目名：応用死生学研究実習Ⅳ／ Practical Studies on Death & Life (Advanced Field Experience 

曜日・講時：後期 木曜日 ２講時 

セメスター：2 学期 単位数：2  

担当教員：髙橋 原.谷山 洋三  

コード：LM24210， 科目ナンバリング：LGH-RES617J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：スピリチュアルケア実習内容の指導(振り返り) 

２．Course Title（授業題目）：Supervison for the Field Experience of Spiritual Care 

３．授業の目的と概要：応用死生学研究実習 II の実習に基づいて、感情の言語化、自分史の振り返り、自己開示・内省のワー

クショップを通して、自己のケア能力・姿勢・態度を検証・内省する。自己検証・内省を継続することにより、高度な実践力を

養う 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Each Student verbalizes own emotions and reflects on 

his/her own life history, in self-disclosure and introspection workshops. He/She reflects and evaluates his/her 

own care skills and listening attitudes through these group sessions, based on the field experience in Practical 

Studies on Death & Life II. They better improve practical skills by continuing self-evaluation and reflection. 

５．学習の到達目標：実習での経験に基づいてスピリチュアルケア専門職としての責任と倫理を高め、専門的な実践力を養う。  

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Each student develops his/her responsibility and ethics as a spiritual care 

professional based on the experience of practical training, and then cultivetes the professional ability.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

対面授業のみ 

第 1 回:実習先オリエンテーション  

第 2 回:ケア倫理オリエンテーション  

第 3 回:学習契約 

第 4 回:ロールプレイ 傾聴の姿勢・態度の確認  

第 5 回:会話記録検討(1)沈黙によるケア  

第 6 回:会話記録検討(2)感情表現によるケア  

第 7 回:会話記録検討(3)感情の言語化  

第 8 回:会話記録検討(4)自己開示  

第 9 回:総合ディスカッション  

第 10 回:生育歴セミナー(1)自分史の振り返り  

第 11 回:生育歴セミナー(2)課題の自覚  

第 12 回:会話記録検討(5)自己内省  

第 13 回:会話記録検討(6)「傷ついた癒し人」  

第 14 回:会話記録検討(7)セルフケア  

第 15 回:学習成果報告 

８．成績評価方法： 

レポート[20%]、自己課題の明確化[40%]、実習内容の評価[40%] 

９．教科書および参考書： 

 教科書:窪寺俊之ほか編著『スピリチュアルケアを語る 第三集 臨床的教育法の試み』関西学院大学出版会。2010 年  

参考書:谷山洋三『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア』中外医学社、2016 年。 

       瀧口俊子・大村哲夫ほか編著『共に生きるスピリチュアルケア』創元社、2021 年。 

１０．授業時間外学習：授業内で指示する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他： 

この授業の履修には、高度な日本語運用能力が不可欠です。履修者は死生学・実践宗教学専攻分野の大学院生に限る。応用死

生学研究実習 I、応用死生学研究実習 III、死生学特論 I(高橋 原)、実践宗教学特論 I(谷山洋三)、人文社会科学研究(前期、

大村哲夫)を履修済みであること。併せて、応用死生学研究 実習 II、死生学特論 II(高橋原)、実践宗教学特論 II(谷山洋三)、

人文社会科学研究(後期、大村哲夫)を履修すること。 


